
1 津島市池麩町にある池之
堂車の山車蔵です。山車
は池町車とも呼ばれてい
ます。山車のからくりは
「倒立唐子遊」。唐子が
逆立ちをして、撥で鉦を
打ち鳴らします。現在の
蓮台からくり人形は竹田
藤吉が寛政６年（1794）
に製作したものです。

池之堂の山車蔵
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津島では江戸時代、本町筋沿いの旧家を町方（まちかた）、周辺を中心に住んだ新興
町人を地方（じかた）と呼びました。町方は尾張津島天王祭を担い、地方は現在の尾
張津島秋まつりにつながるそれぞれの祭を担いました。このコースは七切祭を出す七切
のまち（池町（池之堂）、高屋敷、北町、米之座、布屋町、麩屋町、小之座の７つ）
をめぐり、地域の誇りを感じる旅です。
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6
津島市米之座町にある
米之座車の山車蔵です。
山車のからくりは「高砂
と神官」。舞ながら左右
に移動する神官が上半
身を後ろに倒し身体が
沈むと、宝船（浦船）
へと早変わりします。

しばらくすると再び船から神官にまた戻ります。神官人
形は明治20年（1887）五代目玉屋庄兵衛の作です。

米之座の山車蔵

清正公社は加藤清正を
祀っています。
幼少の清正が住んでい
た叔父の家があった場
所に明治18年、社が建
てられました。
幼少の清正が鬼の面を
被って盗人を退治した武

勇伝から、鬼の面を被って練り歩く「鬼祭」が伝わります。

2 清正公社
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①池之堂の山車蔵
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③高屋敷の山車蔵

⑤北町の山車蔵

②清正公社

④市神社

⑦良王神社

⑥米之座の山車蔵

⑧布屋町の山車蔵

⑨麩屋町の山車蔵

⑩観光交流センター
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道標

面構えが面白い七切のまちをめぐる

昭和４（1929）年に建
てられた鉄筋コンクリー
ト造２階建の銀行建築
です。
【休館日】
月曜日、月曜日が祝日
の場合は翌平日

10観光交流センター

津島市池麩町（旧麩屋
町）にある麩屋町車の
山車蔵です。
山車のからくりは「湯取
神子」。両手に笹を持っ
た神子人形が釜の前に
移動して、お湯を笹で
まき散らす湯立神事を行
うと、釜から湯に見立
てた紙ふぶきがわき上
がります。

9 麩屋町の山車蔵8 布屋町の山車蔵
小路わきに
ひっそりと
たたずむ良
王神社は、
後醍醐天皇
の曾孫良王
君を祀ると
伝わります。

津島市天王通り四丁目
（旧布屋町）にある布屋
町車の山車蔵です。
山車のからくりは「恵比
寿と大黒天」。
恵比寿が鯛を釣り、大
黒天が打出の小槌を振
ると、前方に置かれた
宝袋から宝船が現れ
る、おめでたいからくり
です。

7良王神社

市神社は七切のまちの
産土神であり、かつて
の街道筋に位置し、商
売繁盛や豊作にご利益
があるとされました。
秋祭りの際に七切の山
車が集まります。

4 市神社

津島市北町にある北町
車の山車蔵です。
山車のからくりは三体の
唐子と御幣振り人形に
よる「唐子遊」。
回転ハンドルを回して、
蓮台をせり上げる唐子
と撥で太鼓を叩く唐子、
チャッパ鳴らしの唐子
がそれぞれ置かれてい

ます。チャッパ鳴らしの唐子は、太鼓に合わせてチャッ
パを鳴らします。

5 北町の山車蔵

津島市高屋敷町にある
高屋敷車の山車蔵です。
山車のからくりは「唐子
の面かぶり」。上段前
方のチャッパを持つ唐
子が猩々 のお面を瞬時
に着けるところが見所で
す。前人形は神官人形
で御幣を振りながら
時々 舌を出すので「ベ
ロ出し」と呼ばれてい
ます。

3 高屋敷の山車蔵

蔵の向かいに
車切の跡
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※ 津島神社
疫病厄難除けで
知られる
全国天王総本社

※ 天王川公園
天王祭や藤まつりの
舞台である憩いの公園
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※ 本町筋
古い町並みの残る通り
津島の旧市街地を構成


